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ワンランク上の暮らしを考える人の情報紙 日 月 火 水 木 金 土

クラッシーのバックナンバーがインターネットでご覧に

なれます。「デジタルシティやめ」→クラッシー→検索
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■
く
す
の
実
句
会

師
走
な
む
喪
中
ハ
ガ
キ
の
続
き
け
る
　
吉
泉
　
守
峰

西
郷
ど
ん
に
恋
し
て
年
も
暮
れ
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
田
　
睦
子

教
会
の
軒
に
大
根
干
し
て
あ
り
　
　
　
松
尾
満
留
美

寒
風
や
田
代
風
流
継
ぐ
息
子
　
　
　
　
野
崎
万
智
子

子
に
お
の
ず
労
ら
れ
を
り
冬
灯
　
　
　
松
尾
ア
サ
子

コ
ン
ビ
ニ
の
お
で
ん
旨
し
と
小
鍋
持
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
木
　
早
弓

冬
帝
の
来
る
間
テ
ラ
ス
の
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
野
　
蓉
子

■
筑
後
俳
句
会

寺
の
朝
報
恩
講
に
背
を
正
す
　
　
　
　
貝
田
チ
ヅ
ミ

沈
下
橋
連
ね
四
万
十
水
澄
め
り
　
　
　
城
戸
　
真
子

父
母
恋
し
生
家
巡
れ
ば
柚
子
た
わ
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菰
原
　
寿
子

麦
播
く
や
明
日
は
博
多
の
婚
の
席
　
　
下
川
チ
ト
ヱ

朝
市
の
媼
師
走
の
顔
で
売
る
　
　
　
　
白
谷
き
よ
み

幕
臣
の
墓
石
様
々
山
眠
る
　
　
　
　
　
平
　
　
昌
恵

竿
竹
を
た
わ
め
る
ほ
ど
の
柿
吊
す
　
　
辻󠄀
　
八
重
子

名
刹
の
九
輪
に
映
ゆ
る
山
紅
葉
　
　
　
永
田
　
富
子

■
ひ
ろ
か
わ
俳
句
会

故
国
向
く
徴
用
の
碑
や
冬
木
の
芽
　
　
水
本
　
艶
子

高
千
穂
の
白
く
装
ひ
神
迎
へ
　
　
　
　
水
本
　
辰
次

出
刃
入
る
る
鰤
の
白
腹
浜
の
朝
　
　
　
柴
田
　
眞
理

湯
の
里
に
衛
士
の
ご
と
く
冬
木
立
　
　
山
崎
　
陽
子

手
短
か
に
交
わ
す
あ
い
さ
つ
年
の
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酒
井
　
　
司

歳
時
記
の
助
け
を
借
り
る
夜
長
か
な
　
松
延
　
朝
美

過
疎
地
区
に
ふ
え
る
空
き
家
や
冬
木
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
中
　
勝
美

小
春
日
の
水
鏡
に
映
ゆ
小
船
か
な
　
　
原
口
あ
つ
美

峠
三
つ
越
え
し
茶
店
の
冬
支
度
　
　
　
美
座
　
時
朗

沖
縄
の
埋
め
立
て
は
じ
む
師
走
か
な
　
一
瀬
砂
智
子

ま
た
一
つ
通
う
病
院
霜
の
朝
　
　
　
　
結
束
　
節
子

■
陽
泉
俳
句
会

独
り
居
の
終
活
成
ら
ず
年
流
る
　
　
　
吉
泉
　
守
峰

太
陽
が
登
り
て
冬
が
動
き
出
す
　
　
　
荒
川
ミ
ヤ
子

好
き
な
二
字
書
い
て
卓
上
新
暦
　
　
　
城
後
　
正
子

御
歳
暮
に
畑
の
で
き
ば
え
詰
め
合
は
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
倉
ノ
下
和
代

赤
き
鯉
赤
き
橋
あ
り
冬
日
向
　
　
　
　
大
坪
　
延
子

挨
拶
に
速
い
ね
が
付
く
年
の
暮
　
　
　
大
坪
　
清
香

こ
の
歳
を
災
で
締
む
る
や
災
の
年
　
　
中
村
　
境
子

1
12月27日

友引

なんでも人権相談所
（八女市社会福祉会館）

（上陽町地域福祉センター）

8
4 日
仏滅

なんでも人権相談所
（黒木町地域交流センター）

15
11 日
大安

定例法律相談会（要予約）
10：00〜12：00

（八女商工会議所）☎22-5161

22
18 日
赤口

2
28 日
先負

9
5 日
大安

筑後市ジュニア美術展
（〜17日　サンコア）

  道の駅たちばな
  誕生祭　〜11日

16
12 日
赤口

人生史サークル黄櫨の会
（八女福祉会館）

23
19 日
先勝

立花町農業まつり
（〜24日八女市立花体育館）

夢たちばな観梅会
（立花町谷川梅林〜3/3日）

7
三りんぼう

先負

14
10 日
仏滅

21
17 日
大安

無料弁護士法律相談
13：30〜（八女民主商工会）
要予約☎24-2727

なんでも人権相談所
（広川町はなやぎの里）

28
24 日
赤口

6
2 日
友引

なんでも人権相談所
（八女市役所星野支所）

13
9 日
先負

なんでも人権相談所
（立花市民センター）
（筑後市中央公民館）

20
16 日
仏滅

27
23 日
大安

5
1 月 1 日

先勝

なんでも人権相談所
（矢部公民館）

12
8 日
友引

新聞休刊日

19
三りんぼう

先負

26
22 日
仏滅

お風呂の日（特典あります）
（グリーンピア八女）（公園の宿）
（温泉館きらら）（べんがら村）

4
立春
大安

べんがらの日（べんがら村）
大浴場お一人様300円

11
7 日
先勝

18
14 日
友引

べんがらの日（べんがら村）
大浴場お一人様300円

25
21 日
先負

3
節分
仏滅

17
13 日
先勝

10
6 日
赤口

八女軽トラ市9：00〜12：00
（八女観光物産館駐車場）

24
20 日
友引

八女筑後看護専門学校准看護科
入学試験（社会人・一般後期）
八女軽トラ市9：00〜12：00

（八女観光物産館駐車場）
市民芸能のつどい

（サザンクス筑後）

3

vol.255　

2 FEB

ク
ラ
ッ
シ
ー
文
芸

24/31

建国記念の日

▪小林沙羅ソプラノリサイタル
　オペラ界で今もっとも注目される期待の歌姫
　３月 10 日（日）15：00 〜・おりなす八女
▪春の祭典 2019・スプリングコンサート
　３月 16 日（土）14：00 〜・おりなす八女
■各イベントペア３組６名様へチケットプレゼント
ご希望の方は氏名 ･ 住所 ･TEL･ イベント名を明記の上

（株）東兄弟へハガキで応募ください。２月 10 日締め
切り｡ 応募多数の時は抽選によります。招待券の発送を
もって発表とします。

●２月の筑後市立図書館●
●おはなし会　毎週土曜日、幼児から小学生を対象。
　　　　　　　時間：11：00 〜（30 分程度）
　　　　　　　※第３土曜日のおはなし会は、英語絵本の読み聞かせです
●すてきな雑誌ふろく すべてプレゼント！ 2019　毎年大好評の雑誌ふろく
プレゼント企画です。応募の手順は。①資料を 5 点借りるごとに、図書館カ
ウンターで応募券を差し上げます。　②応募券に、図書館内に展示している
プレゼントの中から好きな番号を記入して応募箱へお入れください。③あと
は、3 月 12 日の発表を待つだけ！
　図書館の利用カードをお持ちでない方も、ぜひこの機会にご登録くださ
い！

（応募期間）2月8日（金）〜2月28日（木）　

● おりなす八女　２月イベント情報 ●
　　２月 17 日（日）開演 16 時
　　藤巻亮太コンサート 2019

　　２月 27 日（水）開演 19 時
　　プロムナードコンサート Vol.20
　　深町　宏（サックス）
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西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています

　
早
春
の
庭
に
、
冬
の
季
節
を
名
残

り
惜
し
む
か
の
よ
う
に
寒
椿
の
赤
に

雪
が
積
も
っ
た
。

　
そ
れ
は
、
雪
の
し
と
ね
の
赤
い
椿

か
ら
聞
こ
え
る
早
春
賦
で
も
あ
る
。

八
女
川
柳
会
　
安
達
　
昇

今
月
の
川
柳

莟つ
ぼ
み 

紅こ
う 

梅ば
い

今
月
の
色視覚

デ
ザ
イ
ン
研
究
所

「
和
の
色
の
も
の
が
た
り
」よ
り

　
立
春
の
前
夜
祭
、
節
分
の
豆
ま
き
が
す
め

ば
翌
四
日
は
立
春
で
あ
る
。
寒
も
明
け
て
冬

に
お
別
れ
と
は
こ
よ
み
の
上
の
こ
と
で
、
春

は
ま
だ
遠
い
。英
国
の
詩
人
シ
ェ
リ
ー
は「
冬

来
た
り
な
ば
春
遠
か
ら
じ
」
と
い
っ
た
が

私
た
ち
も
寒
気
の
中
に
ふ
く
ら
み
を
増
す
梅

の
蕾
に
春
の
息
吹
き
を
感
じ
と
る
。
こ
れ
か

ら
タ
タ
ミ
目
一
つ
ず
つ
日
脚
が
伸
び
て
い
く

日
々
、
春
光
の
駘
蕩
を
心
待
ち
す
る
日
が
し

ば
ら
く
続
く
。

莟
の
色
は
花
の
色
よ

り
ひ
と
き
わ
濃
く
鮮

や
か
。
紅
梅
の
小
さ

な
莟
は
早
春
の
景
色

の
鮮
や
か
な
ア
ク
セ

ン
ト
。

筑後市久富

辻　八重子

　
習
字
を
学
び
た
い
と
思
っ
た
き
っ
か
け

は
、
の
し
袋
に
上
手
に
書
け
る
よ
う
に
な

り
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
中
央
公
民
館
で

の
永
田
先
生
の
教
室
へ
通
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
以
前
娘
が
先
生
に
お
世
話
に
な
っ
て
い

た
ご
縁
も
あ
り
、
先
生
の
教
室
を
選
び
ま

し
た
。
な
か
な
か
上
手
に
は
な
り
ま
せ
ん

が
教
室
の
皆
さ
ん
と
明
る
く
楽
し
ん
で
一

生
懸
命
書
い
て
い
ま
す
。

亡
き
父
は
農
家
暮
ら
し
で

し
た
が
暇
さ
え
あ
れ
ば
部

屋
の
片
隅
に
陣
を
取
り
、

筆
は
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て

も
買
い
代
え
る
事
も
せ
ず

書
く
事
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
し
た
。
そ
ん
な
父
の

背
中
を
思
い
出
し
ま
す
。

少
し
で
も
父
に
近
づ
け
る

よ
う
に
先
生
の
御
指
導
の

元
続
け
て
行
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

  
教
師
道み

ち

　
　
⑪

森
下
　
計
二

　
ガ
リ
版
な
ん
て
い
う
の
が
あ
り
ま

し
た
。
昔
の
学
校
の
印
刷
物
は
、
み
ん

な
ロ
ウ
原
紙
に
鉄
筆
で
の
手
書
き
印

刷
で
し
た
。
昭
和
の
終
り
の
こ
ろ
ま
で

は
、
教
材
も
、
通
信
も
、
文
集
も
、
テ

ス
ト
も
、
田
舎
の
小
さ
な
学
校
で
は
皆

勤
賞
な
ど
の
証
書
や
通
信
簿
ま
で
ガ

リ
刷
り
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
手
作

り
の
学
級
新
聞
も
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
雑

誌
も
彼
ら
自
身
が
ガ
リ
切
り
を
し
て
、

放
課
後
に
印
刷
し
ま
し
た
。

　
手
書
き
で
す
か
ら
、
筆
者
の
持
ち
味

の
あ
る
一
字
一
字
が
生
き
た
文
字
で

し
た
。
下
手
な
字
で
も
点
画
は
正
し
く

読
み
や
す
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
、
み
ん
な
一
生
懸
命
や
す
り
板
に
向

か
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
分
、
子
ど
も

た
ち
読
者
へ
の
想
い
が
こ
も
っ
て
い

た
の
で
す
。

　
〇
ち
ゃ
ん
に
も
、
△
く
ん
に
も
、
み

ん
な
に
も
わ
か
る
よ
う
に
書
こ
う
。
そ

れ
が
一
番
大
事
で
す
。
教
師
が
作
文
を

紹
介
す
る
時
は
、
誤
字
や
文
な
ど
も
直

し
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
に
愛
情
を
傾
け

て
の
「
作
品
」
で
す
。
冬
の
寒
い
日
な

ど
は
、
鉄
の
や
す
り
で
ガ
リ
切
り
す
る

の
は
冷
た
く
つ
ら
か
っ
た
の
で
す
が
、

翌
日
に
は
み
ん
な
に
配
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
う
い
う
作
業
の
中
か
ら
、
子
ど
も

た
ち
が
育
ち
育
ち
あ
う
こ
と
を
私
は

実
感
し
ま
し
た
。
文
字
で
表
現
し
あ

う
、
と
い
う
こ
と
は
ク
ラ
ス
づ
く
り
に

と
っ
て
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
っ
た

の
で
す
。

矢部川源流・杣の里の四季  �
コガネネコノメソウ（黄金猫の目草）[ユキノシタ科]

　ネコノメソウには多くの種類があるがこの種が一番
“ かわいい ”。４枚の花弁に見えるのは萼（がく）で花弁
はない。雄蕊（おしべ）は８本。山地の渓流沿いの湿っ
た半日陰の場所に生育している。花期は３〜５月。和
名は果実が熟した時の形が猫の目のようであることによ
る。　　　　　　　　　　　　　黒木町　松尾　重根

TEPPAN 帰家  ライ音
　｢安心、安全｣ な食材を使い筑後で気軽に鉄板焼きを！というテーマで昨
年夏、国道 209 号線沿いにオープンしました。鉄板焼き＝高級というイメー
ジを払拭できるよう通常のメニューは勿論、日替わりメニューもお求めや
すい金額で提供されており、アルコール類も非常に充実した居酒屋感覚の
お店です。カウンターでは迫力ある鉄板での調理を目の前で楽しめ、座敷
は団体 30 名前後までご利用可能、お得な飲み放題が付いたコースもあり、
旬な素材を生かした本格鉄板焼きを味わえます。店長の気遣いがお店の隅々
まで行き届いていて居心地の良い空間づくりが印象的です。

　　　筑後市山ノ井 963-1
　　　TEL0942-53-0308

　昨年の福岡県内における交通事故による
死亡者数は、昨年比マイナス３人の 136
人でした。
　そのうち、高齢者（65 歳以上）の方が
占める割合は、80 人で、全体の約６割で
した。特に、道路横断中に左側から来る車
に接触して亡くなる事故が多発しました。
　ドライバーの皆さん、
　横断歩道は歩行者が優先
ということをご存知ですか？
　横断歩道直近に歩行者がいて、渡ろうと
している場合、そのまま通過すると、違反
になります。歩行者を横断させてから通過
してください。
　歩行者の皆さん、
　斜め横断や車の直前・直後を横断するの
　は違反

ということをご存知ですか？
　多少面倒でも、横断歩道が近くにある場
合は、必ず横断歩道を渡ってください。
　反射材を着用することもお忘れなく！
反射材は、あなたの命を守る大事なアイテ
ムです。必要な方は警察署へお問い合わせ
ください。新しい年号を迎える今年です。
　思いやり運転と反射材着用で交通事故の
ない「福岡県」を目指しましょう

こんにちは。
筑後警察署です。

�

2019 年２月末まで有効
 TEPPAN 帰家 ライ音

ファースト
ド リ ン ク

この券 1 枚につき お一人様

一杯無料

「横断歩道歩行者優先知っとーと？」

郵便局

筑後市役所

至久留米

古川衣料古川衣料 焼肉大昌園

ジョイント
ビル

至大牟田

NTTビル

　

209
Ｊ
Ｒ
羽
犬
塚
駅

TEPPAN 帰家
ライ音
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　暮らしに演出を♪システム園芸科草花専攻　　　八女農業高校
　八女農業高校の草花専攻の授業と聞いてどのような内容を想像されるで
しょうか？花壇作り、寄せ植えやフラワーアレンジメントなど、花苗や切り
花を使った学習を想像されることと思います。実際はそれだけではありませ
ん。システム園芸科草花専攻では、花苗や切り花などを一から栽培するとこ
ろから学習します。栽培した草花は、校内での活用だけでなく学校販売所「み
らい館」や道の駅たちばなでの販売もしております。生徒が育てております
ので不揃いなものもありますが、それも愛嬌として、強く美しい姿を見せて
くれます。生産物は、観葉植物、花苗（マリーゴールド、センニチコウ、パ
ンジー、ハボタンなど）、鉢物（ゼラニウム、グロキシニア、シクラメンなど）、
切り花（ストック、ラナンキュラスなど）といった色とりどりの草花を栽培
しています。全て、生徒が授業の中で種まきから管理までを愛情込めて行っ
ております。
　こうした生産物などを利
用して、正門から続く長さ
約 80 ｍの花壇の装飾、玄
関の鉢物による演出などを
しています。また、幼稚園
児との交流、地域行事での
装花等、地域への貢献にも
励んでいます。暮らしに潤
いをもたらし、豊かな生活
を楽しむために、ぜひ草花
を活用してください。
２月の校内販売所（八女農みらい館）の開館日　１日（金）、５日（火）、８日（金）、
12日（火）、15日（金）、19日（火）、22日（金）、26日（火）　販売時間は、10時30分
〜12時30分です。多くの皆様のお越しを心からお待ちしています。

呟き

母
ち
ゃ
ん
の

　
　
テ
ー
マ
曲

　
平
成
最
後
の
年
の
瀬
に
映
画

「
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
・
ラ
プ
ソ
デ
ィ
」

を
観
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ッ
ク
バ

ン
ド
〈
ク
イ
ー
ン
〉、
そ
の
音
楽

活
動
と
青
春
を
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
の

フ
レ
デ
ィ
・
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
に
焦

点
を
当
て
て
描
い
て
い
る
。
私
の

青
春
時
代
だ
っ
た
一
九
七
〇
年

代
、
空
前
の
ヒ
ッ
ト
曲
を
連
発
し
、

日
本
中
が
彼
ら
の
音
楽
に
熱
狂
し

た
。
私
も
夢
中
だ
っ
た
。

　「W

ウ
ィ

E W

ウ

ィ

ル

ILL R

ロ

ッ

ク

O
CK Y

ユ

ー

O
U

」
と

い
う
名
曲
が
あ
る
。
ラ
イ
ブ
で
観

客
が
加
わ
り
、
手
拍
子
と
足
を
踏

み
鳴
ら
し
リ
ズ
ム
を
と
る
力
強
い

曲
想
で
、一
体
感
を
生
む
。
ク
イ
ー

ン
は
今
ま
で
三
度
の
ブ
ー
ム
で

蘇
っ
た
。
そ
の
二
度
目
の
復
活
が

私
の
子
育
て
中
の
四
十
代
で
、
息

子
達
の
中
学
、
高
校
時
代
と
重
な

る
。
当
然
息
子
達
も
ク
イ
ー
ン
と

こ
の
曲
を
知
っ
て
い
て
、
当
時
元

気
一
杯
の
最
強
の
母
ち
ゃ
ん
が
登

場
す
る
テ
ー
マ
曲
だ
と
喜
ん
だ
。

三
人
で
手
拍
子
と
足
を
踏
み
鳴
ら

し
な
が
ら
、
母
ち
ゃ
ん
の
私
を
囃

し
立
て
る
、
そ
ん
な
幸
せ
な
時
代

だ
っ
た
。

　
二
〇
一
〇
年
代
、
私
の
子
育
て

は
完
了
し
息
子
達
は
巣
立
ち
を
終

え
た
。
そ
れ
ま
で
健
康
だ
っ
た
私

は
癌
を
病
み
、
入
院
と
手
術
を
繰

り
返
す
歳
月
の
中
、
ク
イ
ー
ン
三

度
目
の
ブ
ー
ム
到
来
。
身
体
に
自

由
を
欠
く
今
の
私
を
鼓
舞
す
る
か

の
よ
う
に
、
再
び
あ
の
曲
が
大
音

量
で
流
れ
て
い
る
。「
こ
れ
は
確

か
母
ち
ゃ
ん
の
テ
ー
マ
曲
だ
よ

ね
」
と
、
嬉
し
そ
う
に
長
男
が
言

う
。
私
は
復
活
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

さ
あ
、
立
ち
上
が
っ
て
足
を
踏
み

鳴
ら
し
て
み
よ
う
。
　
　
　
蓉
子

● 不  整  脈 
　心臓の働きは、いうまでもなく全身に血液を送
り出すことです。これを拍出といい、その血液
を送り出すときの力が血圧です。もし、血圧が
130mmHg の人がいれば、その人の心臓は毎回、
細い水銀の柱を 130mm ほど持ち上げる力で全身
に血液を送り出していることになります。そして、
健康な人の心臓は、この作業を毎分 70 回前後繰
り返しています。
　つまり、1 時間では約 4 千回、1 日で約 10 万回、1 年では約 4 千万回、
仮に 70 歳まで生きたと仮定すると、その人の心臓は生涯で約 25 億回以上
も全身に血液を送り続けたことになります。私たちの胸の中にある小さな拳
大の心臓が、いっときも休まず、これだけの働きをしているのです。
　この脈は誰でも簡単に測れますが、成人では一応、1 分間 50 〜 100 回以
内（こうした働きは心臓に洞結節と呼ばれるペースメーカーがあり、ここが
まず初めに電気的興奮を起こし、その刺激が心臓の収縮を誘発していること
による）であれば正常とみなされます。
　この数とは別に、ときどき正常のリズム以外の脈が現れることがあり、そ
れらを総称して「不整脈」といいます。この不整脈の原因はさまざまですが、
正常の人でも 1 日を通して心電図を測ってみると、50 〜 100 回程度の異常
な脈が発見されるものです。
　要するに、心臓のペースメーカーは一生懸命働いてはいますが、ときに軽
く乱れたり、怠けることもあるのです。従って、たまたま不整脈が発見され
たからといって慌てることもなく、治療の必要のないものも沢山あるのです。
　一方、自分ではたいしたことはないと思っていても重大な病気が隠れてい
ることもあります。勿論、不整脈とともに動悸や息切れ、めまいなどがある
ときは問題です。いずれにしても、脈に不整が見られたら、どんな種類の不
整脈なのか、また何が原因なのかを病院できちんと調べておくことが大切で
す。　“ 心が躍る ” といえば、素晴らしいことに出合って、ウキウキ・ワク
ワクすることですが、“ 心臓が躍った ” と言うと、これはまったく別のことで、
心臓のポンプの働きが弱っている可能性があります。専門医の診断を受けな
ければなりません。

姫野病院：松浦　緑郎
（健康管理士一般指導員）

健康よもやま話　�

野鳥ウォッチング　�
セグロセキレイ

　水辺のひらけた場所を好み、川の中流域によく見られます。
　長い尾を上下させ、足早に歩きながら昆虫を探します。

矢部村　栗原　浩暢　　　　　　　　　　　　　　　　

八女市稲富

森田　秀子

　
あ
さ
早
く
電
話
が
鳴
っ
て
驚
き
、
そ
れ
は
遠

く
離
れ
た
友
か
ら
だ
っ
た
。
彼
女
は
、
長
年
教

職
に
携
わ
っ
て
い
た
が
不
幸
が
重
な
り
体
調
を

崩
し
て
い
た
の
で
、
近
況
を
知
り
た
く
便
り
を

届
け
て
い
た
。
そ
れ
が
元
気
の
源
に
な
っ
た
と

大
き
な
声
で
語
っ
て
く
れ
た
。
私
も
絵
手
紙
を

続
け
て
よ
か
っ
た
な
あ
と
思
っ
た
。
本
当
の
気

持
、
思
い
や
り
色
々
な
事
が
詰
っ
て
届
け
て
く

れ
る
絵
手
紙

…
…
友
か
ら

の
一
言
に
心

打
た
れ
て
嬉

し
か
っ
た
。

こ
れ
か
ら
も

先
生
の
御
指

導
と
、
皆
さ

ん
の
明
る
い

雰
囲
気
に
包

ま
れ
て
、
楽

し
く
精
進
し

て
行
こ
う
と

思
い
ま
す
。

２月の道の駅たちばな

道の駅たちばな

わくわく誕生祭イベント
期日／平成31年２月10日(日)
　　　　　　　　　11日(月)
時間／ 10：00～ 15：00
出演者／

古賀ジュミィ・マン太朗・涼
風歌萌・ラブリーバブ・歌手
りゅうじ・ブレイクダンス・
菊和会・マリンベンチャーズ・
クレイジーボーイズ・梅谷心
愛・フラメンコ・ルシア・ま
〜がりん・ガッチャン・キャ
サリン・藤崎伊織・山ちゃん・
たけはるお
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西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています

■
立
花
俳
句
会

災
纒
ひ
災
に
ま
と
め
し
災
の
年
　
　
　
吉
泉
　
守
峰

亡
き
夫
の
ゴ
ル
フ
バ
ッ
ク
や
冬
の
納
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
島
志
乃
芙

一
族
の
絆
深
ま
る
今
朝
の
春
　
　
　
　
平
田
　
清
香

触
れ
通
る
客
百
円
の
大
根
に
　
　
　
　
原
　
　
宣
子

掃
き
て
な
ほ
落
葉
時
雨
に
腰
伸
ば
す
　
武
田
　
行
夫

と
も
か
く
も
気
ば
か
り
焦
り
年
暮
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
町
　
和
子

沸
く
に
沸
く
そ
は
氷
上
の
ア
ス
リ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
テ
ル
ヨ

■
睦
会

パ
ス
ポ
ー
ト
要
ら
ぬ
大
空
ス
ワ
ン
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
城
戸
　
和
子

甲
乙
の
付
け
が
た
き
か
な
大
根
引
く
　
松
尾
　
美
喜

一
服
の
茶
に
心
和
ぐ
庭
紅
葉
　
　
　
　
大
坪
　
栄
子

母
の
死
の
受
け
入
れ
が
た
き
師
走
風
呂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
尾
　
貞
義

あ
り
の
ま
ゝ
生
き
て
ゆ
こ
う
か
木
葉
髪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
幸
子

色
ど
り
を
楽
し
み
な
が
ら
落
葉
踏
む
　
大
田
眞
紗
子

長
び
き
し
風
邪
と
い
い
つ
ゝ
長
電
話
　
穴
見
ミ
キ
ヱ

■
立
花
短
歌
会

冬
将
軍
い
つ
来
る
の
か
と
思
い
つ
つ
長
閑
な
る
日
に

ピ
ー
ス
を
植
え
る
　
　
　
　
　
　
　
　
樋
口
　
愛
子

い
ち
日
が
一
週
間
が
ひ
と
月
が
長
い
と
思
え
た
若
き

あ
の
頃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
櫻
木
　
敦
子

寒
空
の
山
道
に
見
し
山
鳥
が
黄
色
み
帯
び
た
長
い
尾

を
持
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
た
つ
じ

加
久
藤
の
長
き
ト
ン
ネ
ル
ぬ
け
た
先
え
び
の
の
山
の

朝
の
湯
煙
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
中
　
裕
政

長
崎
は
歴
史
ロ
マ
ン
の
町
な
れ
ど
忘
れ
ら
れ
な
い

「
こ
の
子
を
残
し
て
」　
　
　
　
　
　
　
鶴
　
　
邦
子

長
崎
は
思
い
出
多
き
町
な
り
き
観
光
地
良
し
食
べ
物

も
好
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
　
睦
美

駅
伝
の
最
長
区
間
任
さ
れ
て
追
い
風
も
受
け
勝
利
を

も
の
に
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鶴
　
隆
治
郎

お
互
い
に
気
心
知
れ
た
だ
る
ま
会
め
ぐ
み
山
荘
長
夜

の
か
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
尾
ミ
サ
キ

孫
た
ち
の
米
寿
祝
の
寄
せ
書
き
は
「
め
ざ
せ
長
生
き

百
二
十
歳
」
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
　
精

書
く
た
び
に
年
賀
の
整
理
試
み
る
も
長
い
交
換
切
る

に
切
れ
な
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
泰
州

ク
ラ
ッ
シ
ー
文
芸

立花町白木

久冨　カツキ

第 42 回八女茶で健康 お正月っぽい初茶会

　私は先日、ある煎茶道の初茶会に出席しまし
た。
　我が家では、なかなかお正月気分にならない
のですが、初茶会では、「お正月だな」と感じま
す。茶席に入るときは、最初に色紙や手前の香炉、
香筒を拝見します。次に上体だけ少し向きを変
えて花を拝見します。そして盛りものを拝見し
ます。最後に茶器等を拝見します。お茶道の先

生がお正月に当たり、私たちに伝えたいことがここにあります。
　お屠蘇儀の後、大福茶を頂きました。由来は、村上天皇 ( 平安時代 ) の時、
京都に疫病が流行し、六波羅蜜寺（当初は西光寺と称した）の空也上人が
大ぶりの茶碗に梅干・結び昆布を入れて人々に茶をふるまったところ疫病
が落ち着き、村上天皇が正月に同じようなお茶を服し、人々の無病息災を
祈ったことから王服茶となり、さらに福を招くに転じて「大福茶」になっ

たと言われています。
　ちょうどお昼とな
り、祝い膳が運ばれ、
出席者で歓談しまし
た。時間が過ぎるのは
早いもので、ご飯とな
るころ、再び茶席に着
き玉露を頂きました。
　玉露は、お家元の作

法の一つである「すすり茶手前」にて２煎目まで
頂きました。大変おいしい玉露で改めて感動しま
した。
　八女茶産地は高級茶産地として有名になってお
りますが、このような文化も産地として大事にし
たいものです。

福岡県茶生産組合連合会事務局長　仁田原　寿一

　
以
前
教
わ
っ
て
い
た
中
島
先
生
が

亡
く
な
ら
れ
て
、
現
在
は
橋
爪
先
生

に
教
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
若
い
こ
ろ
か
ら
絵
を
見
る
の
は
と

て
も
好
き
で
し
た
。
今
で
も
教
室
で

仲
間
の
作
品
を
見
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
は
、
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

　
長
年
続
け
て
い
て
、
少
し
ず
つ
描

い
て
は
い
ま
す
が
、
先
生
の
ア
ド
バ

イ
ス
で
何
と
か
作
品
に
な
り
、
額
に

入
れ
て
見
る
の
も
ま
た
楽
し
み
で
す
。

　
も
う
体
力
が
な
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、ま
だ
ま
だ
続
け
て
い
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

茶席に入るとき拝見する

大福茶お手前

すすり茶お手前

大福茶の写真

准看護師・看護師免許取得に向けて　⑪

シネマ今昔物語  ⑱ 
 「ファースト・マン」の巻

 　２月８日から「ファースト・
マン」が公開されます。弱冠 33
歳、ディミアン・チャゼル監督
のメジャー３作目の作品です。
１作目は「セッション」、一流ド
ラマーを志す青年と鬼教官のぶ
つかり合いを凄まじい熱量で描
いた作品でした。２作目は「ラ・
ラ・ランド」、ムービースターを
目指す男女を描き、古き良きハ
リウッドミュージカルを現代に
蘇らせた傑作でした。どちらも
才気溢れる作品で興行的にも大
成功を収めました。そして、監

督が第三作に選んだ題材は宇宙です。これまでテーマにしていた音楽
を離れ、新たなテーマに取り組んでいます。題名の「ファースト・マ
ン」というのは、初めて月に降り立ったアポロ 11 号のニール・アー
ムストロング船長のことです。「ラ・ラ・ランド」のライアン・ゴス
リングが扮しています。宇宙計画をテーマにした作品と言えば、アポ
ロ計画の初期を描いた「ライト・スタッフ」、トム・ハンクス主演の「ア
ポロ１３」、近年ではＮＡＳＡでデータ処理に携わる女性達を描いた

「ドリーム」がありますが、どれも秀作です。この「ファースト・マン」
では、人間ニール・アームストロングの内面が描かれているというこ
とです。音楽映画に新風を吹き込んだディミアン・チャゼル監督、テー
マが変わっても、きっと斬新な作品が仕上がっているものと思われま
す。乞うご期待です。　　（R I）

　平成最後の准看護師試験は、２月
15 日に、看護師国家試験は２月 17
日に行われ、２年間の学びの成果が
その１日に集約されます。学生は『合
格』を信じて、今最終段階に入って
いる処です。勿論自分自身の結果を
出す為ですが、クラスメート同士が
切磋琢磨しながら『全員で合格』と
いう別の大きな目標があることも決
して忘れてはいません。何故なら２
年間の学校生活や臨地実習で、協力
することの重要性を学んでおり、医
療はすべて個人プレイでは成り立た
ないことを熟知しているからだと思
います。
　本校では昨年、准看護科・看護科
ともに『全員合格』という結果を得
ることができました。先輩たちから
も受け継がれている『共に学び合う』
姿勢が本校の特色であり、高い合格
率に繋がっているのだと思います。
　また、『全員合格』を願うのは卒
業生も同じです。受験前になると多
くの激励のメッセージや験担ぎの品
物が届きます。教員は、学習面のサ
ポートは勿論ですが、各々自分が出
向いた先で “ 合格祈願のお守り ” を

受けてくるのを忘れません。この時
期は教室にも全国各地の “ 学問の神
様 ” がお揃いになります。苦しい時
の神頼みですが、微笑ましい光景が
広がります。学生は受験当日まで、
不安と緊張に押しつぶされそうにな
りますが、このような愛情こそが『合
格』を後押ししているのだと思いま
す。
　３月には卒業と合格発表が待って
います。４月桜咲くころには免許を
取得し、其々の道を歩んでいくこと
でしょう。そして希望に満ちた新し
い入学生がまた道を切り開いていき
ます。私達教師は、八女筑後看護専
門学校と言う絆を守りながらでこれ
を見守っていきたいと思います。
　　八女筑後看護専門学校　
　　准看護科教務主任　田中　恵子


